
令和５年度 

南幌町の教育

南幌町教育委員会



南 幌 町 民 憲 章 

                           （昭和４９年９月制定） 

わたくしたちは、太陽と緑に恵まれて、限りなく伸びゆく田園都市南幌の町民です。 

 先人のたくましい開拓精神を受けつぎ、おたがいのしあわせを願い、住みよいまちの 

 建設をめざして、この憲章を定めます。 

一 健康で働き、楽しい家庭をつくりましょう。 

一 親切をつくし、あたたかいまちをつくりましょう。 

一 きまりをまもり、明るいまちをつくりましょう。 

一 自然を愛し、美しいまちをつくりましょう。 

 一 文化を高め、豊かなまちをつくりましょう。 

 一 未来への夢を育て、希望のまちをつくりましょう。

町  章       町木／オンコ    町花／ツツジ 

昭和３７年５月１日の町制施行により、｢幌向村｣から｢ 南 幌
みなみほろ

町｣と呼び名が改められ、

昭和３９年に町章が制定されました。「みなみほろ」の５文字をカタカナで円を形どり、

町の安定と町民の融和を表し、更に、夕張川・千歳川・旧夕張川に囲まれた地形を象徴し

て作られました。その後、昭和４３年４月１日より「南 幌
なんぽろ

町」と改称し、現在に至って

います。 
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１．南 幌 町 教 育 目 標 

～南幌町教育のめざす姿～

自然の恵みと開拓精神を糧に、生涯自ら学び続け、 

郷土愛に燃えて文化を創造し、新世紀を心豊かに 

生きる人の育成に努める。 

め ざ す 人 の 姿 

１．家族のきずなを深め、助け合いを大切にする人 

２．自然や地域に親しみ、心身ともにたくましい人 

３．周りに感謝し、思いやりの心で行動する人 

４．個性を発揮し、生きる力に満ちた人 

５．ふるさと意識を高め、社会に奉仕する人 

６．広く学び、豊かな文化をつくる人 
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実 現 の 場 
〈実現の場の見方〉

 ・実現の場は、「めざす人の像」を町民に実現してもらえるよう家庭、学校、地域における具体的な方策や心構え

などを盛りこんだ「実現の手だて」を示しています。

 ・「実現の手だて」の内容について、家庭欄は家族全員にこうあってほしいと願うことと子ども達の指導にかかわ

  る内容、学校欄は全てが子ども達にかかわる内容であり、加えて学校が子ども達を指導する際の方策などを示す

  内容、地域欄は主に地域の成人にかかわる内容となっています。

 ・「合いことば」は、「めざす人の像」を力強く実現するために、家庭、学校、地域の「実現の手だて」の中心的内

  容を一文にまとめた町民共通のことばです。

実現の場 家    庭 学    校 地    域

合いことば 家族のきずなを深めよう 生きる力を育てよう 地域そろって輪になろう

めざす人の像 実現の手だて 実現の手だて 実現の手だて

1. 家族のきずなを深め、助

け合いを大切にする人

・話し合いや団らんを大切にし、

心が通い合う家庭をつくりま

す。

・一人一人がかけがえのない存在

として支え合い、家族の役割を

果たします。

・家庭とのつながりを深めなが

ら、望ましい家族のあり方を知

らせます。

・集団活動や教科の学習を通し

て、自己の役割や協力すること

の大切さを学びます。

・近所との交流に心がけ、より

よい家族のあり方を学びま

す。

・地域の子ども達や家族に声を

かけ、つながりを深めます。

2. 自然や地域に親しみ、心

身ともにたくましい人

・自然を守り、地域社会に進んで

かかわりながら、潤いのある毎

日にします。

・人と人とのつながりを大切に

し、身近な遊びやスポーツに親

しみ、心と体をきたえます。

・開拓の歴史や自然の恵みなどの

地域の特色を学び、郷土の理解

を深めます。

・健康やスポーツに対する関心を

高め、心と体の健全な成長を促

します。

・まちの自然環境や公園などの

活用に努めます。

・スポーツや文化に親しみ、心

と体の健康増進に励みます。

3. 周りに感謝し、思いやり

の心で行動する人

・家族や周りの人々に「ありがと

う」が言えるようにします。

・物事の良し悪しを判断し、生命

を尊ぶ心を育てます。

・今ある自分は周りの人々の支え

によることを理解し、感謝の気

持ちを大切にします。

・日常の言動に気を配り、他人を

思いやる態度を培います。

・地域の人々との交流を大切に

し、助け合いと感謝の心で接

します。

・町内会活動に進んで参加し、

心が通い合うようにします。

4. 個性を発揮し、生きる力

に満ちた人

・持ち味を大切にし、素直にはっ

きり自分を表現できるように

します。

・粘り強く物事に取り組み、自分

の力でできるようにします。

・一人一人のよさを伸ばし、認め

あう場を積極的につくります。

・学習指導を工夫し、自ら課題を

見つけ、考え、解決していく力

を育てます。

・いろいろな活動に積極的にか

かわり、自分のよさを伸ばし

ます。

・一人一人の生き方に共感し、

明るく、力強く生きるように

します。

5. ふるさと意識を高め、社

会に奉仕する人

・子ども会やまちの行事などに家

族で進んで参加し、ふるさとを

愛する心を育てます。

・奉仕する心を育み、美しいまち

づくりに協力します。

・地域の文化や生活に親しみ、郷

土に愛着をもつ心を育みます。

・住みよい町にするために、一人

一人ができることを考え合い、

実行します。

・進んで地域にとけ込み、よき

ふるさとをつくります。

・一人一人が子ども達の育成者

としての自覚に立ち、地域づ

くりに努めます。

6. 広く学び、豊かな文化を

つくる人

・興味・関心を大切にし、自ら学

ぶ姿勢を励まします。

・施設や情報を進んで活用し、物

事に対する見方を広げます。

・広い視野と多様な考え方を大切

にし、学び続ける態度を育てま

す。

・様々な学習活動を通して、豊か

な心で物事を見たり、考えたり

できるように指導します。

・心豊かな人生を送れるよう、

広く学びとる姿勢を持ち続け

ます。

・各種講座やサークル活動など

に進んでかかわり、仲間とと

もに、夢や願いを実現してい

きます。
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２．生涯各期の実践指標 

＝ 乳幼児期（０歳～５歳） ＝ 

  １．自然との触れ合いを求め、生活環境を生かし、健康な心身の基礎を育てる。

  ２．友達と仲よくする心を育てる。 

  ３．自分でできる基本的生活習慣を育てる。 

  ４．自然や生活経験から思考力の芽生えを育てる。 

＝ 少年期（６歳～１４歳） ＝ 

１．自然との触れ合いを大切にし、健康でたくましい心身を育む。 

  ２．他人を思いやり、協調性と豊かな感受性を育む。 

  ３．家庭・学校のきまりを守り、よりよく生きる生活の技能を育む。 

  ４．自然や郷土を理解し、個性を伸ばし、創造性を育む。 

＝ 青年期（１５歳～２９歳） ＝ 

  １．自然との触れ合いを生かし、健康でたくましい心身を培う。 

  ２．協同して、働く喜びや物をつくる楽しさなど、社会奉仕の精神を培う。 

  ３．学校・社会の秩序を守りよりよい生きかたを探究し、何ごとにもくじけない 

   力を培う。 

  ４．文化や伝統を理解し、新しい郷土づくりに貢献する力を培う。 

＝ 壮年期（３０歳～５９歳） ＝ 

１．自然や郷土を愛し、健康増進に努める。 

２．近隣の触れ合いの中で、励まし助け合うように努める。 

３．家庭を守り、勤労を尊び、社会に貢献する意志の高揚に努める。 

  ４．一人ひとりの学習を高め、豊かな文化の創造に努める。 

＝ 老 年 期 （ ６ ０ 歳 以 上 ） ＝ 

  １．自然と趣味に親しみ、健康を維持し、生きがいのある人生を求める。 

２．若い世代との触れ合いを大切にし、明るい家庭を求める。 

３．身につけた知識と経験を活かし、社会参加を求める。 

  ４．広い視野で郷土の自然や文化を守り、後世に伝承を求める。 
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３．教 育 委 員 会 

（１）【 教 育 委 員 】 

教 育 長               委  員 

西 田 篤 人             久 保 康 則 

                    （教育長職務代理者） 

令和５年４月１日就任         令和元年１０月１日就任 

委  員         委  員          委  員 

武 田 優理子      古 道 郁 恵     伊 藤 憲 二    

令和２年１０月１日就任  令和２年１０月１日就任  令和４年１１月１７日就任 



（２）【　歴代教育委員　】

委員長　(H11. 4. 1 ～ H13.12.31)

津　坂　　　彰

委員長　(S61. 4. 1 ～ H11. 3.31)

委員長　(S31.10. 1 ～ S32. 9.30)

委員長　(S33.10. 1 ～ S39. 3.13)

委員長　(S39. 3.14 ～ S46. 2.16)

委員長　(S46. 3. 1 ～ S49. 4.18)

委員長　(S30. 2. 1 ～ S31. 9.30)

委員長　(S32.10. 1 ～ S33. 9.30)

委員長　(S29. 1.16 ～ S30.1.13)

委員長　(S49. 5.16 ～ S52.3. 9)

摘　　　　　　要

委員長　(S27.11. 1 ～ S29. 1.13)

S29. 1.　 ～ S31. 9.30

S46. 5. 6 ～ S52. 3. 9

S29. 1.　 ～ S34. 3.25

S27.11. 1 ～ S29. 1

S27.11. 1 ～ S35. 9.30

S27.11. 1 ～ S34. 3.25

S35.10. 1 ～ S46. 2.16

S35.10. 1 ～ S49. 4.18

S34. 6. 1 ～ S46. 2.16

S52. 3.10 ～ S62. 6.30

S49.10. 1 ～ S52. 3. 9

S49. 5.16 ～ S52. 3.10

S46.10. 1 ～ S49. 9.30

S46. 5. 7 ～ S52. 3.10

S39. 3.14 ～ S46. 9.30

垂　水　嘉寿恵

宮　崎　与　吉

長　沢　菊太郎

安　藤　一　雄

瀬　川　須美夫

海老沢　　　役

平　　　和　丸

橋　爪　本　一

山　口　良　明

馬　場　藤　助

山　内　　　弘

細　田　　　保

氏　　　　名

久　保　富太郎

松　田　五十三

山　下　治　市

神　埜　義　学

加　藤　清　夫

河　村　正　義

五十嵐　義　克

S31.10. 1 ～ S35. 9.30

S31.10. 1 ～ S39. 3.13

S31.10. 1 ～ S32. 9.30

S27.11. 1 ～ S31. 9.30

S27.11. 1 ～ S29. 1.13

在  任  期  間

小　林　正　義

土　山　政　雄

海老沢　　　譲

白　倉　健　一

竹居田　新　次

S52. 3.11 ～ S59. 9.30

S52. 3.10 ～ S61. 3.31

S59.10. 1 ～ H10. 3.31

H 2. 7.20 ～ H 6.12.20

S62. 7. 1 ～ H 2. 7. 6

平　賀　國　廣

H10. 4. 1 ～ H12. 9.30

H 6.12.21 ～ H13.12.31

S61. 4. 1 ～ H10.12.15神　埜　　　惇

石　川　孝　一

S52. 3.11 ～ H12. 3.31

委員長　(S52. 3.10 ～ S61. 3.31)
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【　歴代教育長　】

林　　　琢　己

髙　山　和　己

委員長　(H14. 1. 1 ～ H24.12.31)

委員長　(H25. 1. 1 ～ H28. 9.30)

委員長　(H28.10. 1 ～ H29. 9.30)

小笠原　正　和
H29.10.11 ～  R2．9.30

S31.10. 1 ～ S32. 3.31

S32. 5. 2 ～ S33.10.30

S33.11. 1 ～ S34. 6.30

S34. 7. 2 ～ S52. 3.24

S52. 3.25 ～ S62. 6.30

市　田　次　男

加　藤　真　次

青　木　　　寛

佐　藤　邦　昭

 R2.11. 1 ～  R5. 3.31

職務代理者   R 4.11.17 ～

末　岡　八　郎

松　田　長　一

山　下　治　市

神　埜　義　学

H21. 7. 1 ～ R 2. 9.30

氏　　　　名

角　道　清　志

在任期間

S27.11. 1 ～ S28. 3.31

久　保　康　則 H28.10. 1 ～

伊　藤　憲　二  R4.11.17 ～

武　田　優理子  R2.10. 1 ～

H25. 1. 1 ～ R 4.11.16 職務代理者　(H29.10. 1 ～ R4.11.16)

中　鉢　須美子

向　井　亜　紀

H14. 1. 1 ～ H28. 9.30

H14. 1. 1 ～ H24.12.31

内　田　一　之

小　松　良　樹

杉　本　隆　憲

蔵　　　喜久夫

仁　平　良　次

氏　　　　名 在  任  期  間

西　田　篤　人  R5．4. 1 ～

古　道　郁　恵  R2.10. 1 ～

H15. 5.21 ～ H24．3.31

H24．4.11 ～ H29．9.30

S62. 7. 1 ～ H12. 3.31

H12. 4. 1 ～ H15. 5.20

S28. 4. 1 ～ S31. 9.15

H21. 7. 1 ～ R 2. 9.30

H12.10. 1 ～ H21. 6.30

H12. 4. 1 ～ H21. 6.30

H11. 3.15 ～ H13.12.31

磯　野　　　薫

摘　　　　　　要
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　主査　砂田　紫乃子

　主任　北嶋　宏光

課長　鈴木　潤也 リーダー 　主事　下田　雄太

主幹　石川　洋子 　外国語指導助手　ｿﾙﾏﾝﾄﾞｿﾝ･ﾖｳﾝ・ﾊｰﾙﾄﾞ（会）

　南幌小学校臨時教諭　石垣　めぐみ（会）

　特別支援教育学習支援員　柏木　真奈美（会）

　特別支援教育学習支援員　山内　美由紀（会）

　特別支援教育学習支援員　松村　広恵（会）

　特別支援教育学習支援員　渡辺　佳奈子（会）

　特別支援教育学習支援員　吉田　清美（会）

　特別支援教育学習支援員　福山　和彦（会）

　特別支援学級生活介助職員　長見　穂奈美（会）

　主査　松岡　裕也

　参与　山内　貢（再）

リーダー 　参与　浅野　茂（再）

主幹　佐藤　　将 　参与　佐藤　祐二（再）

　主任　須藤　秀康

　主任　軽部　利紀

　スポーツ指導員　竹居田　太一郎（会）

　図書室職員　笹川　舞子（会）

　図書室職員　大館　ひろみ（会）

　主査　加藤　洋平

　主査　砂田　紫乃子　（兼）

センター長　鈴木　潤也（兼） 　主任　北嶋　宏光　（兼）

　主事　下田　雄太　（兼）

　栄養教諭　塚本　ゆか（道職員）

　参与　山内　貢（兼）

　参与　佐藤　祐二（兼）

館長　鈴木　潤也（兼） 　スポーツ指導員　竹居田　太一郎（兼）

（再）再任用職員

（会）会計年度任用職員

 学校教育グループ 生 涯 学 習 課

 学校給食センター  給 食 業 務 担 当

令和５年５月１日 現在

 社会教育グループ

教
育
長

西
田

篤
人

 スポーツセンター  施 設 管 理 担 当

（３）【教育委員会事務局機構図】
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【 事 務 局 事 務 分 掌 】 

生

涯

学

習

課

１．教育委員会の会議に関すること。 

２．規則、規程等の制定、改廃に関すること。 

３．公印の管守に関すること。 

４．公文書類の保管その他文書に関すること。 

５．表彰、叙勲及び慶弔に関すること。 

６．事務局所管に係る職員の任免その他人事に関すること。 

７．教育委員、事務局職員及び臨時職員等の諸給与に関すること。 

８．事務局所掌予算及び物品の経理に関すること。 

９．学校等の歳入歳出予算に関すること。 

10．教育財産の取得、廃止、管理及び改修に関すること。 

11．学校の設置及び廃止に関すること。 

12．学校職員の任免、給与及びその他人事に関すること。 

13．外国語指導助手に関すること。 

14．教科用図書に関すること。 

15．学習効果の評価に関すること。 

16．学校職員の賞罰、服務及び研修に関すること。 

17．学校職員の団体活動に関すること。 

18．児童生徒及び幼児、学校職員の保健衛生に関すること。 

19．児童生徒の就学及び通学に関すること。 

20．学級編成に関すること。 

21．児童生徒の安全確保に関すること。 

22．不登校及び不適応等に関すること。 

23．特別支援教育に関すること。 

24．教材及び教具等の整備に関すること。 

25．学校施設の維持管理及び整備に関すること。 

26．幼児教育の振興に関すること。 

27．高等学校及びその他の学校等に関すること。 

28．その他総合調整に関すること。 

29．生涯学習の振興、奨励に関すること。 

30．社会教育の振興、奨励及び社会教育推進計画の策定に関すること。 

31．社会教育審議会に関すること。 

32．青少年非行防止推進委員に関すること。 

33．社会教育関係団体の指導、育成及び連絡調整に関すること。 

34．生涯学習アドバイザーに関すること。 

35．家庭、青少年、女性、成人、高齢者教育に関すること。 

36．社会体育の振興、奨励に関すること。 

事 務 局 事 務 分 掌
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生

涯

学

習

課

37．スポーツ推進委員及びスポーツ指導員に関すること。 

38．スポーツ少年団及び体育団体の指導、育成に関すること。 

39．学校開放事業に関すること。 

40．スポーツ相談事業に関すること。 

41．体育施設の管理運営に関すること。 

42．芸術・文化の振興、奨励に関すること。 

43．芸術・文化団体の指導、育成に関すること。 

44．文化財等の保護に関すること。 

45．社会教育関連施設の管理、運営に関すること。 

給
食
センター

１．給食の献立作成に関すること。 

２．給食物資の購入に関すること。 

３．給食の調理及び運搬に関すること。 

４．給食費の徴収事務に関すること。 

５．給食に係る予算の取りまとめ及び令達された予算の執行に関すること。

６．その他給食業務に関すること。 
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４．令和５年度教育行政執行方針

Ⅰ はじめに 

令和５年第１回議会定例会にあたり、南幌町教育行政の執行に関する基本方針につい

て申し上げます。

近年の高度情報化により、これに対応した新たな生活環境へ社会が変容し、グローバ

ル化が進展する社会においては、多様な事象が複雑さを増し、先行きを見通すことが困

難な時代を迎えています。

こうした中で、子どもたちの教育は、コロナ禍での経験を踏まえ、いかなる時も学び

を止めることなく、多様な子どもたちを誰一人取り残さず育成する「個別最適な学び」

と、多様な個性を最大限に生かす「協働的な学び」を実現することが重要となってまい

ります。

学校教育においては、持続的に子どもたちの学びを保障していく中で、新しい時代に

必要となる資質・能力の育成に向けた教育の充実、地域とともにある学校づくりの実現

などが求められています。

社会教育においては、社会の変化に柔軟に対応する中で、さまざまな課題解決・自己

啓発のための生涯学習の推進、学習機会の提供などが求められています。

こうした中、「地域に根ざした教育と文化のかおり高いまちづくり」を目指す本町に

とって、未来の担い手となる「人づくり」に向け、家庭、地域、学校、行政が目標を共

有し、学校教育と社会教育がより緊密に連携し、「南幌町教育大綱」に示された基本方

針に基づき、子どもたちの健やかな成長や生きがいとゆとりある地域社会の実現を目指

し、町との連携を一層深めながら、教育環境の充実に向け効果的な取組を進めてまいり

ます。

Ⅱ 主要施策 

 次に、令和５年度における主な施策について申し上げます。 

１ 学校教育の推進 

 はじめに、学校教育の推進について申し上げます。 

小・中学校９年間の義務教育を通じて、未来の創り手となるために必要な資質・能力
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を育む「社会に開かれた教育課程」の実現に向け、家庭、地域、学校、行政が連携・協

力しながら課題を共有し、一体となった教育活動を充実してまいります。 

（１）確かな学力を育む教育活動の充実 

変化の激しい社会の中で、子ども一人ひとりが創造性豊かに、たくましく生きていく

ためには、基礎的・基本的な知識・技能を身に付け、それらを活用して課題を解決する

ための思考力、判断力に加え、主体的に学習に取り組む姿勢を育てることが重要です。 

そのため、「全国学力・学習状況調査」や「ほっかいどうチャレンジテスト」の結果

を踏まえ、小・中学校における基礎学力向上プランの見直しを行うとともに、「標準学

力検査」の実施により、課題のある領域を分析し、全ての教員が共通認識を図りながら、

授業改善や学習指導の充実に向けた取組を推進してまいります。 

望ましい生活習慣と学習習慣の定着につきましては、公設学習塾「スマイル塾」にお

けるこれまでの成果や課題を整理分析し、改善を加え、基礎学力・学習意欲の向上と家

庭学習の定着への取組として、小学４年生から中学３年生までを対象とした「算数・数

学科」に加え、「英語科」についても小学４年生から中学３年生までに対象を拡充し実

施してまいります。 

また、長期休業中においては、小学校では社会教育事業と連携した「あそびの達人特

別教室」や中学校では「補習授業」を実施し、補充的な学習機会の確保に取り組んでま

いります。 

更に、本町の児童生徒の実態を踏まえ、「なんぽろ学力向上メッセージ」として学力

向上に向けた保護者への啓発を行ってまいります。 

小・中学校が連携した児童生徒の学びの連続性につきましては、義務教育９年間のよ

り系統的かつ継続的な指導体制を検討し、学校教育の充実を図るため、引き続き小中一

貫教育検討委員会により、協議を行ってまいります。 

国のＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ機器の活用につきましては、児童生徒１人１

台の端末による学習アプリを活用することで、小・中学生の情報活用能力の資質・能力

の育成を図ってまいります。 

また、学校現場での積極的活用を進めるとともに、自宅でのオンライン学習などの際

に、通信環境未整備世帯に対してＷｉ－Ｆｉルーターを迅速に貸出できるよう体制を整

備してまいります。 

国際社会で活躍する人材の育成につきましては、外国語に慣れ親しみ、英語力の向上

を図る取組として、英語検定受検料の助成を行うほか、外国語指導助手や地域人材、大

学生を活用し、中学校における「イングリッシュ・トライアル」、小学５年生から中学

３年生までを対象とした「イングリッシュ・キャンプ」の実施など、互いの考えや気持

ちを外国語で伝え合う対話的な活動を実施し、基礎的な知識や積極的なコミュニケーシ

ョン能力の育成に取り組んでまいります。 

また、カナダやオーストラリアにおいて実施しておりました、「中学生国際留学プロ

グラム事業」については、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や国内におい

て実施しておりましたが、本年度はオーストラリアにおいて実施してまいります。 
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（２）豊かな人間性と健康な体の育成 

 子どもたちの健やかな成長のためには、基本的な倫理観や規範意識を身に付け、自立

心や自他の生命を尊重するなど、豊かな心と健康でたくましい体を育てることが大切で

す。 

道徳教育の充実につきましては、小中一貫して、児童生徒一人ひとりが、多面的・多

角的に深く考えたり、議論することで児童生徒の道徳性を育むとともに、町と連携し、

命の大切さについての授業に取り組むなど、豊かな人間性を育むよう進めてまいります。 

特に、いじめの問題につきましては、インターネットやＳＮＳなどの普及により潜在

化していることが懸念されます。いじめの予防と適切な対応を図るためには、学校が実

施する定期的ないじめのアンケートや教育相談、ネットパトロールなどによる実態把握

に努め、全ての教員が情報を共有し、組織として対応するとともに、スクールカウンセ

ラーを活用した心のケアなどに迅速に対応してまいります。 

また、小・中学校の児童生徒が、異校種交流を通じ、いじめ問題を主体的に考える事

業として「仲間づくり子ども会議」を開催し、各学校でも一人ひとりが意識を持つこと

ができる啓発活動に取り組んでまいります。 

健康な体の育成につきましては、「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」における

本町の児童生徒の実態を踏まえ、教育活動全体を通して、運動や遊びを推奨するととも

に、目標をもって積極的に運動に取り組む意欲を育てるための啓発活動など、子ども一

人ひとりの体力や運動能力の向上に向けた取組を推進してまいります。 

学校給食につきましては、安全安心で栄養バランスのとれた給食の提供や地元農産物

の活用などを通じて、健康の増進や体力の向上、地域の主要農産物に対する理解を深め

るとともに、米やパンなどの主食分の費用について町が負担し、保護者の負担軽減を図

ってまいります。 

社会情勢の変化により、長引く食材費の高騰が続いており、負担いただいた給食費の

範囲内では十分な栄養価の確保やバランスのとれた献立の維持が難しい状況が今後予

想されます。 

現在使用している食材や献立内容を維持し、保護者に新たな負担を求めることなく安

全安心で充実した学校給食を提供するため、食材費の物価高騰分を公費負担とする「学

校給食物価高騰対策事業」を実施してまいります。 

（３）開かれた学校づくりと教育活動の充実 

学校が保護者や地域から信頼され、期待に応える教育を実現していくためには、学校

運営上の課題の共有を図り、学校と家庭や地域が相互に連携、協働していくことが重要

です。 

地域とともにある学校づくりについては、コミュニティ・スクールの円滑な運営を学

校運営協議会が主体となり、「みんなで育てよう南幌の子どもたち」をスローガンに取

り組んでいます。今後も、学校の自己評価の結果や家庭と地域が連携した望ましい支援

のあり方など、保護者や地域の皆様の意見を学校運営に反映させていくよう取り組んで

まいります。 
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キャリア教育につきましては、外部講師の活用や町内各商店・事業所・企業、地域の

皆様の協力を得ながら、児童生徒の望ましい勤労観や職業観を育てるため、総合的な学

習の時間や職業体験活動などの充実を図ってまいります。 

特別支援教育につきましては、教育上配慮を必要とする児童生徒一人ひとりの状況に

応じた指導や、支援を受けられる体制づくりを図るため、小・中学校に特別支援教育学

習支援員、小学校に生活介助職員を配置し、よりきめ細かな教育支援に取り組んでまい

ります。 

学校における働き方改革につきましては、教員の労働環境を改善し、教員の専門性を

生かしつつ、授業や授業準備、児童生徒と向き合うための時間の確保など、健康でいき

いきとやりがいをもって勤務しながら、学校教育の質を高められる環境を構築すること

が重要です。 

本町においては、「学校における働き方改革南幌町アクション・プラン」に基づき、

教員一人ひとりが勤務時間を意識した働き方を進めるため、校務支援システムを活用し

た勤務時間の把握や、学校業務の効率化、業務に専念できる環境整備に努めるとともに、

部活動の地域移行に向け、地域と連携して検討してまいります。 

（４）教育環境の充実 

 学校教育を維持・向上させるためには、児童生徒が安心して通学し、継続して学べる

教育環境の充実を図ることが重要です。 

小学校における少人数学級につきましては、「町立小学校適正規模・適正配置基本方

針」に基づき、１学年２学級を維持するため、町独自による教員の加配により、きめ細

かな指導を行ってまいります。 

「高等学校等通学費補助事業」につきましては、通学する学校毎の定額補助を行うこ

とで、保護者の負担軽減を図るための子育て支援策として実施してまいります。 

学校教育施設の適正な維持管理につきましては、教育施設長寿命化計画に基づき、南

幌中学校体育館の屋根防水及び外部建具、暖房機などの改修工事を本年度実施してまい

ります。 

（５）姉妹町児童交流の推進 

 熊本県多良木町との児童交流学習事業につきましては、新型コロナウイルス感染症の

影響により令和２年度以降中止となっていますが、これまで多くの出会い、ふれあいを

通して、お互いの歴史や文化、産業などの知識を広め、友好を図っています。今後も両

町の絆を一層深めるため、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極め、交流を実施

してまいります。 
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２ 社会教育の推進 

次に、社会教育の推進について申し上げます。 

長期化するコロナ禍の影響により、人とのつながりや地域との関わりが希薄化し、町

民の生活に大きな影響を及ぼしています。 

こうした中、人と人とがつながり、心豊かに生きがいのある生活を送るために、社会

教育の担う役割が益々重要となります。 

「第４期社会教育中期推進計画」に基づき、「社会教育活動・関係施設の充実を図る」

「学びが共有できる場をつくる」「未来へのつながりをつくる」の３つの重点目標をも

とに、地域人材を活用し、関係機関と連携を図りながら、各分野での施策を展開してま

いります。 

（１）家庭教育の支援 

家庭教育はすべての教育の出発点であり、子どもが健やかに成長し、社会性を身につ

けるための重要な役割を担っています。 

共働きやひとり親家庭など家庭環境が多様化し、子育てが忙しく、情報収集や学習の

機会、子育ての悩みを共有する機会が少なくなっており、家庭と地域が繋がり、子育て

の課題を共有し、地域全体で子育てに関わることが求められています。 

就学前児童や小・中学生の保護者に対して、生涯学習サポーターやＰＴＡなど地域の

協力を得ながら、親学講座やすくすく広場などの学習機会や子育ての不安、悩みを解消

できる環境をつくり、家庭教育の向上を図ってまいります。 

（２）青少年健全育成の推進 

子どもたちは、町の将来を担う希望であり、未来をつくる宝です。

子どもたちが、心身ともに健やかに成長し未来を切り開いていけるよう、社会性や創

造性を育み自身の将来像を見据える機会をつくることが必要です。 

そのため、子どもたちが取り組んでいる多様なスポーツや文化活動などを広く支援す

るとともに、自分の将来を見つめ、目標に向かって前向きに取り組むことのできる子ど

もたちを育成するため、子どもの未来を応援する取り組みを実施してまいります。 

子どもたちの夢を応援し夢を抱くきっかけづくりとして、著名人を講師に招き自身の

体験談などを用いながら、前向きに夢を目指す子どもたちを育成するための「プロフェ

ッショナル講演会」を開催してまいります。 

スマートフォンの普及により子どもたちの生活習慣が大きく変化する中、異年齢との

交流や自然体験、生活体験などの不足が指摘されていることから、子ども会育成連絡協

議会などと連携し、生涯学習サポーターや高校生・大学生を活用しながら、多種多様な

経験ができる機会の確保に努め、子どもたちの自主性・自発性の育成やリーダー養成を
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図ってまいります。 

また、地域学校協働本部を中心に、学校を核とした地域社会とのつながりや地域全体

で子どもたちの学びや成長を支える体制づくりを進めてまいります。 

（３）生涯学習、社会教育の推進 

心豊かな潤いのある暮らしを送るためには、社会の変化に伴う地域課題や生活課題を

把握し、新たな知識や技術を習得するための学習ニーズに対応した機会の提供と、その

成果を生かせる環境をつくることが重要です。 

コロナ禍における新しい生活様式を取り入れた活動や、スマ－トフォンを活用した高

齢化社会をより豊かにするための講座など、今日的な課題に対応した生涯学習に取り組

むため、参加者のニーズの把握に努め、学習機会の提供に取り組んでまいります。 

また「生涯学習推進基本構想」に基づき、南幌らしい生涯学習社会の実現に向けて、

町部局との連携を図り、多角的に生きがいや人とのつながりをつくる機会を創出してま

いります。 

（４）スポーツ・レクリェ－ション活動の推進 

生涯にわたりスポーツに親しみ、健康な心と体をつくり、明るく元気なまちを築くた

め、子どもから高齢者までのすべての世代で日常的にスポーツに親しむことができる環

境づくりが重要です。 

町民が健康で生きがいのある生活を送るためには、身近にスポーツやレクリェーショ

ン活動に参加できる機会の充実を図ることが大切です。 

そのため、スポーツ推進委員や関係団体と連携し、年齢・体力・技術に応じたスポー

ツ教室や体力づくり教室などを開催するとともに、各種スポーツ大会を通じた地域間交

流の活性化を図り、生涯スポーツの推進に取り組んでまいります。 

また、子どもたちの体力向上を目指し、運動能力の基礎が形成される幼少年期からス

ポーツに親しむ環境づくりに取り組んでまいります。 

（５）芸術・文化活動の推進、ふるさとの記憶の保全 

芸術や文化は、人々の創造性を広げ、生活に潤いを与えるとともに心の豊かさを育み、

より良い人生を築くうえで、その果たす役割は重要です。 

コロナ禍により、芸術鑑賞や文化活動の機会が減少し、文化サークルが衰退している

状況を鑑み、自主的・主体的な芸術・文化活動への展開を想定した学習機会の提供に努

め、芸術・文化活動による生きがい、仲間づくりの場を創出してまいります。 

また、学校や文化協会と連携し、優れた芸術・文化の鑑賞機会を提供し、町民の文化
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活動の発表の機会を創出してまいります。 

郷土芸能を伝承する団体の活動衰退が大きな課題となっておりますが、引き続き、団

体の活動を支援するとともに、まちの有形・無形の歴史文化を後世に伝えるための資料

保存と普及、継承を行ってまいります。 

（６）読書活動の推進 

読書に親しむことは、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、豊かな情操を育む上

で極めて重要です。子どもから高齢者まで、あらゆる世代において読書を続けることが

できるよう、読書環境を充実させることが大切です。 

生涯学習センター図書室における蔵書の充実や特集展示の実施、読書イベントの開催

により町民の読書活動を支援し、町民に親しまれる図書室づくりに取り組んでまいりま

す。 

また、子どもの読書活動につきましては、「第２期子どもの読書活動推進計画」に基

づき、家庭・地域・学校における子どもの読書活動を推進するため、学校図書室の環境

充実や読み聞かせサークルと連携した読書活動の推進に係る体制整備に努めるととも

に、読書活動に対する啓発広報活動を推進してまいります。 

（７）社会教育関係施設の充実 

生涯学習センター「ぽろろ」をはじめとする社会教育関係施設は、町内外の多くの方々

にご利用いただいています。 

町民の誰もが、気軽に安心して利用できるよう、新型コロナウイルス感染症の防止対

策を講じ、万全な管理運営に取り組んでまいります。 

また、町民の方が創作活動で製作された作品を「ぽろろ」ロビーなどに展示すること

で、サークル活動の促進を図り、広く町民が利用できる場として提供してまいります。 

スポーツセンターにつきましては、教育施設長寿命化計画に基づき、本年度、屋上防

水工事及び館内照明器具のＬＥＤ化などを実施し、施設の適正な維持管理と利用環境の

向上に取り組んでまいります。 
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Ⅲ むすび

以上、令和５年度の教育行政執行にあたっての基本方針と主な施策について申し上げ

ました。 

教育委員会といたしましては、町民一人ひとりが豊かな人生を送ることができるよう、

家庭、地域、学校、行政が一体となり、あらゆる機会、あらゆる場所において学習する

ことができ、生涯を通じて生き生きと学び続けることができるよう、本町の教育振興の

充実・発展に向けて取り組んでまいります。 

町民の皆様並びに議員各位のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 



　５．人口の推移
（４月１日現在）

教育費の推移（決算額）

（単位；千円、%） 

1 35.6 28.6 36.2 22.6 20.9

2 7.9 17.0 14.8 12.0 12.9

3 8.7 7.5 9.7 7.8 11.7

4 11.3 8.7 10.2 17.6 9.7

5 36.5 38.1 29.1 40.1 44.8

 平成22年

 平成23年

 平成24年

一 般 会 計

教 育 費

教育総務費

小 学 校 費

中 学 校 費

年度

区分

 平成25年

3,338

3,338

年　度

 平成16年

 平成17年

 平成18年

 平成19年

 平成20年

 平成21年

人　口
 　　　　人  　　　　戸

世帯数

8,571

9,713

9,602

9,537

9,311

9,143

9,143

8,895

75,545

3,377

3,384

 令和４年

184,281

 平成28年

 平成29年

 平成30年

3,395

3,363

3,355

8,411 3,435  令和５年

3,367

3,357

49,459

51,931

147,946

平成30年度 令和元年度

3,457

3,486

7,891

7,737

7,629

7,536

7,464

7,366

7,416

3,477

3,451

 平成31年

 令和２年

 令和３年

3,421

3,446

3,457

8,718

42,450

社会教育費

保健体育費

134,821

29,927

32,848

42,713

138,235

112,924

67,191

29,655

34,244

150,327

27,448

62,140

141,778

75,543

46,682

42,413

35,310

162,289

79,893

8,218

8,051

 　　　　戸

世帯数

3,443

3,449

年　度

 平成26年

 平成27年

　　　　人

人　口

7,610 3,595

353,711 5.0 362,239 4.5

令和３年度 令和４年度

5,432,565 6,060,825 8,218,479 7,093,522 8,119,395

令和２年度

378,547 7.0 394,344 6.5 509,165 6.2
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６．教育行政の変遷 

明治２６年      開拓定住により寺子屋式教育を始める

明治２７年      石川地区で私塾を開設

明治２８年      三重地区で学舎を開設

明治３２年 ２月   青葉尋常小学校開校（南１６西６）

           育生尋常小学校開校（南１２西５）

           鶴城尋常小学校開校（南１７西１２）

      ３月   夕張太尋常小学校開校（南１３西２２）

   晩翠尋常小学校開校（南１１西１５）

明治３９年 ４月   南幌尋常高等小学校開校（南１３西８）

明治４０年 ２月   南幌尋常高等小学校校舎新築

明治４１年１２月   幌向村青年会設立（青年団体協議会）

大正 ２年 ９月   青葉尋常小学校新築移転（南１５西４）

大正 ７年 ７月   育生尋常小学校新築移転（南１２西４）

昭和 ２年 ９月   夕張太尋常小学校新築移転（南１６西２０）

昭和 ９年１２月   南幌尋常高等小学校新築移転（南１４西９）

昭和１０年 ４月   青葉小、育生小合併により閉校

 ４月   南幌青年学校を南幌小に併設

５月   青葉小、育生小合併後、東幌小学校として開校（南１４西５）

 ６月   晩翠尋常小学校校地変更、新校舎竣工（南１２西１５）

昭和２２年 ５月   南幌中学校を南幌小に併設

           夕張太中学校を夕張太小に併設

１２月   洋裁教授を主とした女子塾を開設

昭和２３年 １月   夕張太中が独立し校舎新築（南１６西２０）

４月   南幌中学校新築移転（南１３西９）

１２月   ＰＴＡ連合会を組織

           女子塾を村立女学院として南幌小に併設

昭和２４年 ４月   南幌町公民館を発足

昭和２７年 ４月   南幌町相撲連盟設立

昭和２８年 ７月   幌向村教育研究所を設立（教育研究協議会）

１２月   野幌機農高等学校幌向分校として南幌中に併設

           農業大学を野幌機農高等学校幌向分校に併設

昭和３０年 ２月   剣道連盟設立

昭和３１年 ４月   陸上競技クラブ設立

           教育研究所を幌向村教育振興会に改組

昭和３３年 ３月   野幌機農高等学校幌向分校閉校

昭和３３年 ４月   北海道幌向高等学校（農業科）を南幌中に併設

昭和３３年１２月   幌向高等学校独立し校舎新築移転（南１３西９）

           体育指導委員会設立
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昭和３４年 ２月   南幌町体育協会設立

４月   軟式野球連盟設立

昭和３５年 ４月   柔道連盟設立

昭和３６年 ３月   南幌町公民館廃止

昭和４１年１１月   学校給食センター新築、給食開始

昭和４３年 ４月   スクールバス２台により運行開始

     夕張太中学校、南幌中学校と統合により廃校

           北海道青少年育成協会設立

５月   南幌中学校開校

１２月   スキー連盟設立

昭和４４年 ７月   町営プール竣工

     １１月   南幌中学校新築移転（南１４西９）

昭和４５年 ４月   スクールバス１台増設

      鶴城小学校、南幌小と統合

昭和４７年 ４月   スクールバス１台増設

      南幌町文化協会設立

昭和４８年 ３月   晩翠小学校、南幌小と統合

 ４月   東幌小学校、南幌小と統合

           統合により南幌小学校新築

昭和４９年 ４月   町立南幌幼稚園開園

 ６月   バレーボール協会設立

１０月   南幌町公民館竣工

昭和５０年 １月   南幌高等学校全日制課程普通科設置認可

昭和５３年 １月   道立北海道南幌高等学校認可

 ４月   南幌町子ども会設立

           南幌町子ども会育成連絡協議会設立

１０月   南幌町営野球場竣工

１１月   夕張太小学校新築

昭和５５年 ４月   バドミントン協会設立

昭和５６年 ４月   緑野少年団設立

 ７月   南幌町教育研究協議会設置

１０月   南幌町民テニスコート竣工

昭和５７年１１月   南幌町農村環境改善センター竣工

１１月   三重レークハウス竣工

昭和５８年 ４月   スポーツ少年団本部設立

昭和６０年 ２月   南幌中学校大規模改修

 ４月   南幌養護学校開校

１０月   ゲートボール連合設立

昭和６１年 ３月   南幌国際射撃場竣工

 ５月   南幌町高齢者大学（シルバーカレッジ）開講

昭和６２年 ４月   郷土文化館開館
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昭和６２年 ４月   南幌町青少年問題相談員設置

 ５月   金管バンド少年団設立

 ７月   南幌町青少年非行防止推進委員委嘱

 ８月   クレー射撃協会設立

昭和６３年１０月   夕張太小学校プール竣工

平成 元年 ９月   第４４回はまなす国体（クレー射撃）開催

     １０月   南幌小学校大規模改修（第１次）

平成 ３年 ３月   南幌小学校大規模改修（第２次）

 ７月   第１回児童交流学習事業派遣（京北町）

     １０月   晩翠運動公園ソフトボール場竣工

平成 ４年 ４月   バウンドテニス協会設立

 ９月   南幌町スポーツセンター新築

平成 ５年 ２月   学校給食センター新築移転

平成 ６年 ４月   私立南幌みどり野幼稚園開園

平成 ７年 ３月   南幌小学校特殊学級設置

平成 ８年 ４月   みどり野小学校開校（美園、南幌小学校から特殊学級移行）

平成 ９年１０月   南幌中学校増築

平成１０年 ８月   夕張太小学校大規模改修

平成１１年１０月   あいくる内に郷土文化伝承室、資料室併設

平成１２年 ５月   みどり野小学校ことばの教室設置

平成１４年 ４月   子ども週末等活動支援事業開始

      ４月   南幌町社会教育審議会設置

平成１５年 １月   第１回生徒国際交流事業派遣（オーストラリア）

      ８月   児童交流学習事業派遣（京北町）（終了）

 ８月   学校評議員設置（南幌小学校・みどり野小学校・南幌中学校）

平成１６年 １月   第２回生徒国際交流事業派遣（オーストラリア）

平成１７年 １月   第３回生徒国際交流事業派遣（オーストラリア）（終了）

平成１９年 ３月   町立南幌幼稚園閉園

 ４月   学校評議員設置（夕張太小学校）

 ４月   南幌町社会教育中期推進計画策定

 ７月   南幌町特別支援教育推進協議会設立

平成２０年 ４月   南幌町青少年健全育成協議会設置

   南幌町放課後子どもプラン運営委員会設立

 ５月   学校関係者評価委員会設置（全校）

平成２２年 ２月   南幌中学校体育館耐震改修工事

      ７月   児童交流学習事業（多良木町）

平成２４年 ３月   南幌小学校、夕張太小学校、みどり野小学校 統合により閉校

      ４月   南幌小学校開校

      ８月   スクールバス１台増設

平成２５年 １月   スクールバス１台更新

平成２５年 ２月   フッ化物洗口の実施（南幌小学校、南幌中学校）

４月   高校生通学費補助事業
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平成２６年 ８月   中学生国際留学プログラム事業（カナダ）

      ９月   農村環境改善センター耐震改修工事

平成２７年 ２月   南幌町いじめ防止基本方針制定

３月   南幌町公民館廃止

３月   町民テニスコート廃止

３月   スクールバス１台廃止

      ４月   南幌町生涯学習センター「ぽろろ」開設（旧南幌小学校）

      ５月   第１回南幌町総合教育会議開催

      ５月   南幌町いじめ問題専門委員会設置

      ６月   南幌町いじめ問題対策連絡協議会設置

      ７月   南幌町通学路交通安全プログラム策定

      ９月   旧夕張太小学校譲渡

      ９月   南幌町教育大綱策定

     １１月   南幌小学校耐震等改修工事

     １２月   南幌中学校耐震等改修工事

平成２８年 ３月   南幌町営プール廃止（元町）

４月   南幌高等学校支援事業

      ４月   学校給食における食物アレルギー対応指針策定

      ５月   南幌町町民プール開設

平成２９年 １月   スクールバス１台更新

      ４月   南幌町生涯学習推進基本構想策定

      ４月   南幌町子どもの読書活動推進計画策定

１０月   新教育委員会制度に基づく新教育長就任

平成３０年 ３月   学校関係者評価委員会廃止（全校）

      ３月   学校評議員廃止（全校）

 ４月   コミュニティ・スクール制度導入

      ４月   南幌町学校運営協議会設置

      ４月   私立南幌みどり野幼稚園が認定こども園に移行

      ５月   公設学習塾「なんぽろ塾」開設

     １２月   学校における働き方改革南幌町アクション・プラン制定

平成３１年 ３月   南幌町立中学校部活動の在り方に関する方針策定

令和 元年 ８月   中学生国際留学プログラム事業

（オーストラリアに派遣先変更）

令和 ２年 ３月   南幌町営プール廃止（夕張太）

 ９月   南幌町立小・中学校ＩＣＴ環境整備計画制定

令和 ３年 ３月   南幌町教育施設長寿命化計画策定

令和 ３年１０月   南幌町小中一貫教育検討委員会設置

令和 ４年 ３月   南幌町地域学校協働本部設置

令和 ５年 ３月   北海道南幌高等学校閉校
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７．学校教育 

（１）学校教育の概要

 Ⅰ．児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向け、「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に学習に取組む態度」の観点による教育を目指すことが重要であり、学校・家庭・地

域・行政が連携・協力しながら課題意識を共有し、一体となった教育活動の充実を図るべく教 

育課程の編成と実施に努める。 

Ⅱ．推進の重点 

（１）教職員研修体制の充実 

◎推進事項 

○校長会、教頭会活動の振興 

・学校経営のための研修の充実 

・全道及び管内との連携 

○教員研修体制の改善充実 

・校内研修内容の充実と自主研修の確立 

・町教育研究協議会活動の充実 

・各種研究会及び講座への参加 

・各研修施設の効果的活用 

・定期的、継続的な公開研究会の実施 

（２）教育環境の整備充実 

◎推進事項 

○教材備品の充実 

・教材教具、教材機器の計画的整備 

・児童用、生徒用図書の充実 

○「総合的な学習の時間」充実への交付金 

・小学校３～６年生及び中学校全学年 

○学校環境の整備 

・各学校設備の老朽化に伴う改修 

    ○助成等の充実 

・高等学校等通学費補助事業 

     ・南幌高等学校支援事業 

    ○町単独による少人数学級の導入 

（３）学校の保健衛生安全対策の充実 

◎推進事項 

○学校保健の充実 

 ・学校検診の実施 

 ・フッ化物洗口の実施 

 ・学校給食における食物アレルギー対応指針の運用 

○学校安全対策の充実 

・義務教育児童生徒の日本スポーツ振興センター共済掛金の町費負担 

○交通安全教育、危険防止等の指導体制の強化 

・児童生徒及び教職員への交通安全指導の徹底 

・「危機管理マニュアル」の運用 
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・「南幌町通学路交通安全プログラム」の運用 

（４）教育活動の充実 

◎推進事項 

○特色ある教育活動のための教育課程の編成 

○特別支援教育の振興 

・南幌小学校ことばの教室への支援 

・特別支援学級の社会見学等への支援 

○クラブ活動・課外体育の促進 

・部活動の促進（全道・全国大会出場費助成） 

・教科体育並びに課外体育の振興 

○「南幌町小・中・高生徒指導連携会議」の運営 

・各学校(小・中・高)間の生徒指導に関わる情報等の相互交流を図り、児童生

徒の諸問題に対する支援・協力体制の推進 

・スクールカウンセラーの活用 

○コミュニティ・スクール制度導入及び南幌町学校運営協議会の設置 

・地域とともにある学校づくりを目指し、学校運営協議会を設置し、小・中学校にコミュ

ニティ・スクールを導入 

   ○南幌町いじめ防止基本方針の運用 

   ○南幌町いじめ問題専門委員会の設置 

   ○南幌町いじめ問題対策連絡協議会の設置 

   ○多良木町との児童交流学習事業の実施 

   ○中学生国際留学プログラム事業の実施 

（５）教育課程の実施

・生きる力の育成を中心課題とし、学習指導の改善・充実 

・あらゆる場面で人間性を養う「特別な教科道徳」の充実 

・各教科等の授業時数の確保と基礎・基本の指導並びに個に応じた学習指導の

充実 

・総合的な学習の時間の適切な実施を図る 

・国旗、国歌の適切な指導

（６）外国語指導助手（ＡＬＴ）の任用 

・国際理解教育や英語教育の充実を図るため、平成１２年度より外国語指導助手を招

致し、中学生への英語指導を実施 

・小学５・６年生への外国語授業 

・中学生国際留学プログラム事業参加生徒への英  

語レッスンの実施 

・町民を対象とした英会話教室など幅広い活動を 

 実施 



　学 校 名 南幌町立南幌小学校 　■なかよく助け合う子ども

　設置年度 平成２４年度　 　■自分で考え、学びを深める子ども

　所　　在 南幌町美園２丁目６番１号 　■元気に活動し、やりぬく子ども

　電　　話 ０１１－３７８－３１３１

ＦＡＸ番号 ０１１－３７８－３２３２

　校長氏名 野　村　　智　久

　教頭氏名 杉　島　　亜　紀

　児 童 数           ３０７　名 　

　学 級 数  １７学級（内特別支援学級５）

　教職員数 　  　　 　３２ 名

　　校　　　舎　　　面　　　積

鉄筋コンクリート 　　　　 ６，２３１㎡

　　屋　内　運　動　場　面　積

鉄筋コンクリート 　           ２０７㎡

　鉄　　骨 　       １，１２４㎡

　校地面積 　     ２８，５９８㎡

　学 校 名 南幌町立南幌中学校 　『豊かな感性と知性を身につけ、理想の

　設置年度 昭和４４年度　 　道をたくましく歩む生徒の育成をめざす』

　所　　在 南幌町栄町３丁目３番２号

　電　　話 ０１１－３７８－２４２９

ＦＡＸ番号 ０１１－３７８－３０６７

　校長氏名 小　泉　　　　寧

　教頭氏名 渋　谷　　慎　治

　生 徒 数          １３５ 名 　

　学 級 数 ６学級（内特別支援学級２）

　教職員数 １８ 名

　　　校　　　舎　　　面　　　積

鉄筋コンクリート 　     ４，０４１　㎡

　　　屋　内　運　動　場　面　積

鉄筋コンクリート 　             ２５㎡

　鉄　　骨 　           ９７４㎡

　校地面積      　３６．３９３㎡

                      (令和５年５月１日現在）

（２）町 立 学 校 一 覧  

教
育
目
標

教
育
目
標
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【南幌小学校】 （令和５年５月１日現在）

1 2 3 4 5 6
特別支援
学　　級 計

男 27 24 26 20 14 19 16 146

女 22 33 21 29 21 27 8 161

計 49 57 47 49 35 46 24 307

2 2 2 2 2 2 5 17

【南幌中学校】

1 2 3
特別支援
学　　級 計

男 18 25 14 9 66

女 23 26 17 3 69

計 41 51 31 12 135

1 2 1 2 6学級数

（３）児童生徒数・学級数

児
童
数

生
徒
数

学　　　　年　　　　別

学級数

学　　　　年　　　　別
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【 南幌小学校　】

人 人 人

年　度 男 女 総児童数

H26年度 178 148 326

H27年度 166 134 300

H28年度 165 140 305

H29年度 157 135 292

H30年度 152 133 285

R元年度 139 138 277

R2年度 130 143 273

R3年度 139 149 288

R4年度 136 153 289

R5年度 146 161 307

【 南幌中学校　】

　人 人 人

年　度 男 女 総生徒数

H26年度 109 105 214

H27年度 91 98 189

H28年度 88 75 163

H29年度 91 77 168

H30年度 89 79 168

R元年度 87 77 164

R2年度 88 73 161

R3年度 78 64 142

R4年度 79 71 150

R5年度 66 69 135

　（４）小中学校児童・生徒数の推移状況　

0
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【　南幌小学校　】 （令和５年５月１日現在）

職　　　名 氏　　　　　　名 在籍年数 担　任　等 校　　務　　分　　掌

1 校　長 野　村　智　久 3 教研協監査

2 教　頭 杉　島　亜　紀 2 学校運営全般

3 教　諭 五十嵐　正　規 3 1年1組 視聴覚

4 教　諭 崎　山　しおり 4 1年2組 文化

5 教　諭 西　亦　敬　宏 3 2年1組 教育課程・小中一貫教育検討委員

6 教　諭 伏　見　昌　代 1 2年2組 図書

7 教　諭 齊　藤　雅　子 5 3年1組 学習行事

8 教　諭 木　内　しおり 1 3年2組 学習行事

9 教　諭 岡　本　美雅子 3 4年1組 学習事務

10 教　諭 堀    ゆ ず 妃 2 4年2組 体育行事・小中一貫教育検討委員

11 教　諭 佐　藤　　　剛 1 5年1組 視聴覚

12 教　諭 千　葉　祥　子 3 5年2組 児童会

13 教　諭 阿　部　奈　奈 5 6年1組 校内研究・図書司書・小中一貫

14 教　諭 長　嶋　義　博 4 6年2組 校内生活・小中一貫教育検討委員

15 教　諭 小木曽　　　稔 5 知　的 支援業務、特別支援教育コーディネーター

16 教　諭 村　田　順　子 6 病　弱 児童会

17 教　諭 中　野　　　務 3 知　的 校外生活

18 教　諭 杉　浦　友　昭 3 情　緒 給食

19 教　諭 伊　藤　佳　子 6 情　緒 校内生活

20 教　諭 猪　又　陽　子 2 言　語 教育課程

21 教　諭 天　瀨　悦　子 1 情　緒 校内研究

22 教　諭 蛇　池　明　子 1 情　緒 校外生活

23 教　諭 齊　藤　千　尋 4
3年理科・1～3年図工・

5・6年TT 図書

24 教　諭 小　林　理　江 4 4～6年理科・2・4年道徳 学習評価・道徳教育推進教師

25 教　諭 石　垣　めぐみ 1
外国語・外国語活動・4

～6年図工 学習事務・外国語活動推進教師

26 教　諭 佐々木　いづみ 6 通級指導 支援業務・特別支援コーディネーター

27 教　諭 淺　田　雅　代 2 通級指導 企画・庶務１

28 教　諭 渡　邉　龍　哉 1 通級指導 学習評価

29 教　諭 櫻　岡　真　記 1 通級指導 体育整備

30 養護教諭 野　呂　裕　恵 4 養護教諭 保　　健

31 栄養教諭 塚　本　ゆ　か 7 栄養教諭 給　　食

32 事務主幹 野　中　陽　子 2 事務主幹T 事務管理

33 公務補 三　浦　義　春 2 公務補 環境保全

34 事務補 金　丸　京　子 12 事務補 庶　　務

35 時間講師 佐　藤　磨　由 4 3・4年外国語活動

36 支援員 柏　木　真奈美 12

37 支援員 山　内　美由紀 4

38 支援員 吉　田　清　美 6

39 支援員 福　山　和　彦 1

40 介助員 長　見　穂奈美 1

（５）教  職  員  名  簿　

特別支援教育学習支援員

特別支援教育学習支援員

特別支援教育学習支援員

特別支援教育学習支援員

特別支援教育生活介助職員
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【　南幌中学校　】

職　　名 氏　　　名 在籍年数 担　任　等 教科担任 校務分掌 部活動

1 校　長 小　泉　　　寧 3

2 教　頭 渋　谷　慎　治 1 総務

3 教　諭 佐　藤　圭　佑 3 １年担任 全音楽 研修１ 吹奏楽

4 教　諭 越前谷　和　史 5 １年副担任 １・２年数学 教育計画 サッカー

5 教　諭 岩　田　智　弘 6 １年副担任  全美術 生徒会１ 美　術

6 教　諭 猪　又　正　志 6 特別支援副担任 １・２年数学３年数学 研修２ 女子バスケ

7 教　諭 吉　田　真　弓 7 知的学級担任 生徒理解 美　術

8 教　諭 住　谷　祐　佳 2 ２Ａ担任 1・２年英語 生徒会２ バドミントン

9 教　諭 森　田　大　介 4 ２Ｂ担任 ２・３年国語全技術 情報教育 バドミントン

10 教　諭 佐々木　貴　士 6 ２年副担任 全理科 時間割 男子バスケ

11 教　諭 富　樫　雅　美 2 特別支援副担任 １年国語全家庭 教務事務 サッカー

12 教　諭 小野島　直　彦 1 情緒学級担任 体育 柔道

13 教　諭 熊　林　知　子 4 ３年担任 １・２英語３年英語 道徳・特活・進路 特設バレー男子バスケ

14 教　諭 沼　崎　久　幸 5 ３年副担任 全保健体育 生徒指導 野　球

15 教　諭 成　田　和　麻 2 ３年副担任 全社会 学習 野　球

16 教　諭 本　川　寿　恵 6 通級 総合 特設バレー女子バスケ

17 養護教諭 辰　宮　凪　咲 1 ３年所属 保健・給食 吹奏楽

18 事務職員 瀧　澤　恵　理 1 事務部

19 ＡＬＴ ソルマンドソン・ヨウン 4

20 学習支援員 松　村　広　恵 8 ２年所属

21 学習支援員 渡　辺　佳奈子 1 ２年所属

22 S ・ C 亀　山　比　佐 2 カウンセラー

23 公務補 高　橋　敏　美 4

24 事務補 岩　野　　　薫 17
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（６）学 校 給 食

① 学校給食の歴史

明治２２年、山形県鶴岡町の私立忠愛小学校で、貧困家庭の子弟救済と就学奨励の

立場から実施されたのが学校給食の始まりで、その後、昭和２９年に学校給食法が制

定され、全国的に普及しました。

南幌町でも過去にユニセフの脱脂ミルクの配布や、南幌町酪農業協同組合が製造し

た牛乳の給食を行ってきましたが、昭和４１年１１月給食センター開設で完全給食と

なりました。

② 学校給食の役割

 身体の発育期にある児童生徒にバランスのとれた栄養のある食事を提供することに

より児童生徒の健康の増進、体位の向上を図ることを目的としています。

また、教育の場である学校で食事を一緒にとれるようにすることで学校生活を豊か

にするとともに、より良い食習慣を身につけさせ、好ましい人間関係を育成すること

も目的としています。

③ 学校給食の充実と主食費用の町負担

『農業がもつ「食」のすばらしさを伝える』という、本町食育推進計画の基本理念

の下、地元農産物（米、小麦粉、キャベツ、玉ねぎ、ピーマン、長ネギ等）の活用を

通じて、地域の食文化や主要農産物に対する理解を深める食育の推進に努めています。

また、米どころの町であることや本町で作られている食材を知ってもらうこと、地

産地消や子育て支援を進めていくこと、給食費の保護者負担の軽減を図ることを目的

として主食分の費用（米・麺・パンの費用）全額を町が負担しています。

・ １食あたり主食分負担額（令和５年度）

小学校 ３７円

中学校 ４７円
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④ 給食食材の価格高騰に対する対応

社会情勢の変化により給食食材の価格高騰が続くなか、保護者に新たな負担を求め

ることなく安全安心で充実した学校給食を提供するため、食材費の物価高騰分を町が

負担しています。

⑤ 施設の概要 

・ 施設名  南幌町立学校給食センター

・ 住 所  南幌町南１４線西１１番地    

・ 建 物  構 造  鉄筋コンクリート平屋

        面 積  ６９６ ㎡

       建築年度 平成５年４月（建替え）

       工事費  ４９６，３３９千円

⑥ 給食実施状況

年 度

 日

給食日数

食

給食食数
給食供給

対象人数

（4 月 1 日現在）

給食費 月額/円 1 食当たり単価

小学校
中学

校
小学校 中学校

平成２３年度 205 143,356 756 4,120 4,900 254 302

平成２４年度 206 134,821 696 4,120 4,900 254 302

平成２５年度 207 123,804 643 4,120 4,900 254 302

平成２６年度 210 116,565 601 4,120 4,900 254 302

平成２７年度 210 106,250 551 4,120 4,900 254 302

平成２８年度 204 100,540 530 4,120 4,900 254 302

平成２９年度 208 101,114 522 4,120 4,900 254 302

平成３０年度 205 99,767 514 4,120 4,900 254 302

令和元年度 187 88,523 504 4,120 4,900 254 302

令和２年度 202 93,946 502 3,850 4,550 231 273

令和３年度 207 93,992 499 3,850 4,550 231 273

令和４年度 204 94,617 505 3,850 4,550 231 273

※令和２年度以降の給食費は主食費用を除いた金額
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（７）保育園・幼稚園・高等学校・養護学校一覧

（令和５年５月 1 日現在） 

 【私立保育園】    

保育所名 南幌いちい保育園

所  在 南幌町中央２丁目２番２号

電  話 ０１１－３７８－２７３４

ＦＡＸ番号 ０１１－３７８－２３０４

園 長 名 松 木 千 秋

定  員 ７０ 名

職 員 数 常勤１６名、非常勤２１名

園   児   数

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

全 体 5 16 15 17 20 13 86 

うち町内 

在  住 
5 16 15 17 20 13 86 

 【私立幼稚園】  

幼稚園名 認定こども園南幌みどり野幼稚園

所  在 南幌町南１４線西７番地

電  話 ０１１－３７８－００７０

ＦＡＸ番号 ０１１－３７８－００７０

園 長 名 相 原 亜矢子

定  員 ２２２ 名

職 員 数  ２５ 名

園   児   数

0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 計 

全 体 2 12 15 53 59 57 198 

うち町内 

在  住 
2 12 13 38 45 38 148 
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【道立養護学校】 

学 校 名 北海道南幌養護学校

所  在 南幌町緑町５丁目１番１号

電  話 ０１１－３７８－２３１３

ＦＡＸ番号 ０１１－３７８－２３１９

校 長 名 町 田 美穂子

定  員
３３ 名

※高等部のみ

職 員 数 １０５ 名

児 童 生 徒 数

小学部 中学部 高等部 計

全体 ６２ ３７ ６７ １６６

うち町内 

在  住 
５ １ ２ ８ 
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（８）学校教育関係委員・団体名簿 

南幌町学校運営協議会委員

【目的】 「みんなで育てよう南幌の子どもたち」をスローガンに、学校の自己評価の結果

や学校と家庭や地域が連携した望ましい支援の在り方など、保護者や地域の意見を学校運

営に反映させながら課題解決を目指す。 

【南幌町学校運営協議会規則第８条第１項】 協議会の委員は１５人以内とし、次に掲げる

者のうちから、教育委員会が任命する。 

（１）保護者 （２）地域住民 （３）対象学校の運営に資する活動を行う者 

（４）前各号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者 

関係法令等 
地方教育行政の組織及び運営に関する 

法律 

南幌町学校運営協議会規則 

設置 

年月日 

平成３０年 

４月１日 

所管課 生涯学習課学校教育グル－プ 定数 １５名以内 

任 期 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

役職名 氏   名 選出区分 在職期間 

会 長 中 村 収 一 対象学校の運営に資する活動を行う者 ６ 

副 会 長 米 田 昌 樹 対象学校の運営に資する活動を行う者 ６ 

委  員 

小野田 佐千恵 地域住民 ６ 

熊 木 清 二 地域住民 ４ 

川 西 弘 志 地域住民 ６ 

山 口 達 矢 地域住民 ２ 

山 田 美 幸 地域住民 ２ 

向 井 桃 子 対象学校の運営に資する活動を行う者 ６ 

岡   玲 子 対象学校の運営に資する活動を行う者 ２ 

柴 田 政 道 対象学校の運営に資する活動を行う者 ２ 

伊 藤 祐 介 対象学校の運営に資する活動を行う者 ２ 

白 倉 崇 史 保護者 ６ 

岡 田 さおり 保護者 ６ 

辻 松 淳 二 保護者 ２ 

田 原 美 波 保護者 ２ 
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南幌町いじめ問題専門委員会委員

【南幌町いじめ問題専門委員会条例第２条】 専門委員会は、南幌町教育委員会の諮問に応

じ、次に掲げる事務を行う。 

 （１）いじめの防止等のための対策に関する調査研究等 

 （２）法第２８条第１項に規定する重大事態に係る事実関係の調査 

関係法令等 
いじめ防止対策推進法 

南幌町いじめ問題専門委員会条例 

設置 

年月日 

平成２７年 

５月２０日 

所管課 生涯学習課学校教育グル－プ 定数 ４名以内 

任 期 令和５年４月１日～令和７年３月３１日 

役職名 氏   名 職業・選出区分等 在職期間 

委員 山 下 義 昭 人権擁護委員／学識経験者 ２ 

委員 亀 山 比 佐 心理、福祉の専門家(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ) ２ 

委 員 
上 西 卓 也 学校退職者／学識経験者 １ 

平 野 美 里 弁護士 １ 

南幌町学校給食運営委員会委員

【南幌町立学校給食センター管理規則第４条第２項】 運営委員会は、次の基本的事項を審

議する。 

（１）学校給食の運営に関し、教育委員会の諮問に応じ建議する事項 

 （２）学校給食費に関する事項（３）学校給食の献立及び給食物資に関する事項 

 （４）学校給食の衛生、安全に関する事項（５）前各号に掲げるもののほか、必要な事項 

関係法令等 
南幌町立学校給食施設設置条例 

南幌町立学校給食センター管理規則 

設置 

年月日 

平成２４年 

７月１９日 

所管課 学校給食センター 定数 １０名以内 

任 期 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

役職名 氏   名 職業・選出区分等 

委員長 小 泉   寧 南幌中学校 校長 

副委員長 野 村 智 久 南幌小学校 校長 

委 員 

杉 浦 友 昭 南幌小学校給食担当教諭 

米 田 昌 樹 
南幌小学校保護者 

落 合 真梨子 

辰 宮 凪 沙 南幌中学校給食担当教諭 

佐 藤 香 織 
南幌中学校保護者 

前 田 洋 佑 

ヒンクルマン由美 学校薬剤師 
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南幌町教育研究協議会

【目的】 この会は、南幌町の幼児・児童・生徒に対する教育の進展充実をめざし、教職員 

個々の深まりと全町的教育研究の推進及びその実践の交流を図ることを目的とする。 

関係法令等 南幌町教育研究協議会会則 設 置 

年月日 

昭和５６年 

７月１日 所管課 生涯学習課学校教育グル－プ 

任 期 令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

役    職 氏   名 学校名等 

会 長 小 泉   寧 南 幌 中 学 校 

副 会 長 猪 又 正 志 南 幌 中 学 校 

事 務 局 長 猪 又 陽 子 南 幌 小 学 校 

会 計 伏 見 昌 代 南 幌 小 学 校 

研究推進委員長 富 樫 雅 美 南 幌 中 学 校 

研 究 推 進 委 員 

中 野 智 貴 南幌養護学校 

淺 田 雅 代 南 幌 小 学 校 

住 谷 祐 佳 南 幌 中 学 校 

監 査 委 員 

野 村 智 久 町 内 校 長 会

鈴 木 潤 也 教 育 委 員 会 

森 田 大 介 旧 事 務 局 
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（９）学校教育関係団体 

団体名 南幌町いじめ問題対策連絡協議会 

所在地等

〒069－0237 栄町３丁目３番１号 生涯学習センタ－「ぽろろ」内

生涯学習課学校教育グル－プ 

TEL：011-378-6620   FAX：011-378-6630  

目 的

 いじめの防止等に関係する機関及び団体が、いじめ防止対策において

連携が図れるよう、それぞれの取組についての情報交換等を行い、い

じめ根絶のための組織的な取組を進める。

組織体制

・南幌町立南幌小学校      ・子ども会育成連絡協議会

・南幌町立南幌中学校      ・スポーツ少年団本部 

・南幌町人権擁護委員会     ・南幌町民生委員児童委員協議会 

・札幌方面栗山警察署南幌駐在所 ・教育委員会 

・南幌小学校ＰＴＡ       ・南幌町関係部局（保健福祉課等）

・南幌中学校ＰＴＡ        

事業内容
連絡協議会の開催 

（年１回開催） 

団体名 南幌町食物アレルギー対応連絡会議 

所在地等

〒069－0237 栄町３丁目３番１号 生涯学習センタ－「ぽろろ」内

生涯学習課学校教育グル－プ 

TEL：011-378-6620   FAX：011-378-6630  

目 的

 食物アレルギー疾患を有する児童生徒が学校生活を安心して過ごすこ

とを目的に、関係機関が学校給食等の食物アレルギー対応における連

携体制を構築するため設置する。

組織体制

・南幌町立南幌小学校      

・南幌町立南幌中学校       

・町立南幌病院      

・南空知消防組合南幌支署 

・教育委員会 

事業内容
連絡会議の開催 

（年１回定例開催、必要に応じ随時開催） 



- 38 - 

８．社会教育 

（１）第４期南幌町社会教育中期推進計画（令和４年度～８年度） 
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（２）石川神楽 

石川神楽の発祥について

平成１３年度宮城県伊具郡丸森町教育委員会社会教育主事鈴木悦朗氏を訪ね石川神楽につ

いて説明を受けた。

 石川神楽は、石川邦光公の家来であった水野太平氏が神楽の舞を指導していたことから宮

城県角田村（現宮城県角田市）の君
き

萱
み

神楽
が か

と思われる。

  神楽のルーツ

  出雲流岩戸神楽が分類され紀州熊野大社 ― 柴田町入間田八雲神社 ― 角田

  市毛
け

萱
が

神楽
か

 ― 角田市君萱神楽（角田市八幡神社） ― 南幌石川神楽（南幌八

  幡神社、現在は南幌神社）

  神楽の舞順序 （１２の舞）

  １．四方堅舞    ２．幣舞   ３．鎹舞    ４．八幡舞 

  ５．片剣舞     ６．末廣舞    ７．恵美子舞   ８．春日舞 

  ９．明神御子舞  １０．種蒔舞   １１．参剣舞   １２．獅子舞

【お面】

 お面は桐で作られていて、宮城県角田村から持ってきたものと、仙台市で買って送られ

たものがある。

  作成された時期は特定できないが江戸時代末期か明治初期と思われる。

現在、生涯学習センターぽろろの郷土資料室で収蔵されており、当時からのもので手を

加えたところがなく１００年以上そのままの形で保存されている。

【 鬼退治の面 】   【 春日面（種蒔面） 】
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(3)南幌町史跡・標柱位置図 
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≪生涯学習センタ－「ぽろろ」≫

【所在地】  南幌町栄町３丁目３番１号  

【電話番号】 ０１１－３７８－６６２０ 

【ＦＡＸ】  ０１１－３７８－６６３０  

【施 設】 

建設年度  昭和４８年度（旧南幌小学校として建設） 

改修年度  平成２６年度（生涯学習センターへ改修） 

 構 造  鉄筋コンクリート造３階建 

 敷地面積  ３１，６７９．２１㎡  

 延床面積   ４，８４６．４５㎡    

  改 修 費   ４７４，０００千円  

【主要施設】  

１ 階 展示ロビー、図書室、多目的ホ－ル 

２ 階 郷土資料室、交流室、ミーティングルーム 

３ 階 調理実習室、会議室、研修室、木工室、視聴覚室、教室 

その他 野球場 

【開館時間】 午前９時～午後９時 

【休館日】  毎週月曜日（多目的ホ－ル毎月第１月曜日）・年末年始 

【利用状況】 令 和 ２ 年 度 １９，９６１人 

       令 和 ３ 年 度 １９，９７２人 

       令 和 ４ 年 度 ２１，０６７人 

       ※図書室及び郷土資料室の利用人数含む 

≪生涯学習センタ－「ぽろろ」図書室≫ 

【面 積】  ４７０．４㎡    

【主要施設】

児童図書室１（絵本、実用書） 

 児童図書室２（読み物） 

一般図書室１（図書）  

一般図書室２（雑誌、新聞、ＡＶコーナー） 

 レファレンスルーム（レファレンス資料、大型本）

【蔵書数】  図書 58,453 冊、雑誌 19 誌、ＡＶ資料 202 点 

【開館時間】 午前１０時～午後５時 

（毎週火・金曜日は午後８時まで） 

【休館日】  毎週月曜日・年末年始 

【利用状況】 令 和 ２ 年 度  ８，６１２人 

       令 和 ３ 年 度  ９，２０２人 

       令 和 ４ 年 度 １０，２１６人 

（４）社会教育関係施設
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≪生涯学習センタ－「ぽろろ」郷土資料室≫

【面 積】  ５１２．００㎡ 

【保存資料数】1,176 点 

①衣食住：265 点      ⑦民族知識：68 点 

②生産生業：160 点     ⑧民族芸能・娯楽：62 点 

 ③交通・運輸・通信：234 点 ⑨人の一生：7 点 

 ④交易：9 点        ⑩記録：211 点 

 ⑤社会生活：118 点     ⑪その他：36 点 

 ⑥信仰：6 点 

【開館時間】 午前１０時～午後５時 

【休館日】  毎週月曜日・年末年始

【利用状況】 令 和 ２ 年 度   ２００人 

       令 和 ３ 年 度    ４４人 

       令 和 ４ 年 度   １２６人 

≪農村環境改善センター≫ 

【所在地】  南幌町中央２丁目３番２号 

【電話番号】 ０１１－３７８－２００１  

【施 設】 

 建設年度  昭和５７年度 

 改修年度  平成２６年度（耐震改修） 

 構  造  鉄骨造 ２階建 

 面  積  １，９８４．１３㎡ 

 建設費   ６４７，９５０千円 

【主要施設】 

１ 階 多目的ホール、農村青年・婦人室、研修室 

２ 階 研修室、和室 

【利用状況】 

 令 和 ２ 年 度  ６，０３７人 

 令 和 ３ 年 度  ８，２６０人 

 令 和 ４ 年 度 １７，２１５人 

≪三重レークハウス≫ ※平成２０年度より三重湖公園管理組合にて指定管理

【所在地】  南幌町南１３線西３番地   

【電話番号】 ０１１－３７８－１２７０                   

【施 設】 

 建設年度  昭和５７年度                     

構  造  鉄骨造 ２階建                      

面  積  ４０２㎡  

 建設費   ６４，２００千円 

【主要施設】 

 厨房・休憩室・研修室（３部屋）                

【利用期間】 通 年 

【休館日】  月曜日 年末年始 

【利用状況】 

 令 和 ２ 年 度  １２，７３２人 

 令 和 ３ 年 度   ７，８４４人 

 令 和 ４ 年 度   ８，０４５人 
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（５）社 会 体 育 施 設

≪スポーツセンター≫ 

【所在地】  南幌町中央２丁目４番１号 

【電話番号】 ０１１－３７８－３１９０ 

【施 設】 

 建設年度  平成４年度 

構  造  鉄筋コンクリート造３階健

 面  積  ３，６５８㎡ 

 建設費   １,４２７,２０６千円

【主要施設】 

アリーナ、格技場、トレーニング室、ランニングコース、

 こども広場、相談室、シャワー室、放送室 

【利用状況】 

令 和 ２ 年 度 ３４，３０７人

令 和 ３ 年 度 ３２，２４５人

令 和 ４ 年 度 ４９，２７３人

≪町民プール≫  

【所在地】  南幌町中央２丁目４番１号  

        （スポーツセンター併設） 

【電話番号】 ０１１－３７８－６３０１

【施設】 

  建設年度  平成２７年度  

  構  造  木造平屋建（木質２方向ラーメン構造） 

  延床面積  ９７８.７８㎡  

  建設費   ６６１，０９６千円  

【主要施設】 

  一般用   ２５ｍ×４コース 水深 1ｍ～１.20ｍ 

  幼児用   ２箇所 水深 0.5ｍ、0.7ｍ 

   歩行用   水深 1ｍ 

【利用状況】 

 令 和 ２ 年 度 ５，０８５人 

令 和 ３ 年 度 ４，２１９人 

  令 和 ４ 年 度 ６，５７２人 
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≪町営野球場≫ ※平成２４年度より南幌町建設業協会（℡378-3955）にて指定管理

【所在地】  南幌町元町２丁目７番                      

【施設】 

建設年度  昭和５３年度                     

面  積  ２４，０２９㎡                       

建設費   ３８０，０００千円

【設備】   放送設備、バックネット、得点板

【利用状況】 

令 和 ２ 年 度 １，１２４人 

令 和 ３ 年 度   ８８３人 

令 和 ４ 年 度 １，５２９人 
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（６）社会教育関係委員名簿

南幌町社会教育審議会委員 

【目的】 教育基本法に規定する社会教育の振興を図るために設置。社会教育に関し教育委員

会に助言するため、以下の職務を行う。 

（１）社会教育に関する諸計画を立案すること 

（２）定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べる 

こと 

  （３）前２号の職務を行うために必要な調査研究を行うこと 

  （４）教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べること 

  （５）教育委員から委嘱を受けた青少年教育に関する特定の事項について、社会教育関係団 

体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指導を与えること 

（６）社会教育関係団体に対する補助金交付について意見を述べること 

関係法令等 
社会教育法 

南幌町社会教育審議会設置条例 

南幌町社会教育審議会設置条例施行規則 

設置 

年月日 

平成１４年 

４月１日 

所管課 生涯学習課社会教育グル－プ 定数 ２０名以内 

任 期 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

委員長 川 上 裕 一 副委員長
小野島 直 彦 

松 島 摩 美 

区 分 氏   名 職業・選出区分等 在職期間 

社会教育 

部  会 

松 島 摩 美 小学校教諭／家庭教育ナビゲーター １０ 

岩 井 恒 信 会社員／子ども会育成連絡協議会 ５ 

野 村 智 久 学校長／校長会・南幌小学校長 ２ 

竹 山 未 紗 幼稚園教諭／学識経験者 １ 

社会体育 

部  会 

小野島 直 彦 中学校教諭／スポ－ツ少年団指導員 １２ 

岩 田 昌 也 地方公務員／スポーツ少年団指導員 ５ 

大 栗 洋 子 生涯学習サポーター １ 

瀨 川 佐緒里 生涯学習サポーター １ 

文化部会 

川 上 裕 一 会社経営／音楽団体 １３ 

永 岡 真佐子 ピアノ教室主宰／読み聞かせサ－クル ７ 

阿 部 真 弓 会社員／民謡サークル ５ 

鈴 木 弘 和 農業／南幌太鼓拓心会 ５ 
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南幌町地域学校協働本部 

【目的】 南幌町において、より多くのより幅広い層の地域住民、団体等が参画し、緩やかな

ネットワークを形成することにより、地域と学校が連携・協働した地域学校協働活動を推進

することを目的とする。活動内容は以下のとおり。 

（１） 学校支援活動 （２） 家庭教育支援活動 （３） 地域活動 

（４） 放課後子供教室 （５） 地域未来塾 

（６） その他、第1条の目的を達成するために必要な事業 

関係法令等 南幌町地域学校協働本部設置要綱 
設置 

年月日 

令和４年 

４月１日 

所管課 生涯学習課社会教育グル－プ 定数 － 

任 期 令和４年４月１日～令和６年３月３１日 

役 職 氏   名 職業・選出区分等 在職期間 

地域学校 

協働活動 

推進員 

松 島 摩 美 社会教育審議会委員 １ 

岩 井 恒 信 社会教育審議会委員 １ 

野 村 智 久 社会教育審議会委員 １ 

竹 山 未 紗 社会教育審議会委員 １ 

小野島 直 彦 社会教育審議会委員 １ 

岩 田 昌 也 社会教育審議会委員 １ 

大 栗 洋 子 社会教育審議会委員 １ 

瀨 川 佐緒里 社会教育審議会委員 １ 

川 上 裕 一 社会教育審議会委員 １ 

永 岡 真佐子 社会教育審議会委員 １ 

阿 部 真 弓 社会教育審議会委員 １ 

鈴 木 弘 和 社会教育審議会委員 １ 

地域連携 

協働担当 

職員 

杉 島 亜 紀 南幌小学校教頭 １ 

渋 谷 慎 治 南幌中学校教頭  

事務局

鈴 木 潤 也 生涯学習課長 

石 川 洋 子 生涯学習課 学校教育グループ主幹 

佐 藤   将 
地域コーディネーター 

生涯学習課 社会教育グループ主幹 
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南幌町スポ－ツ推進委員 

【目的】スポーツ基本法の規定に基づき、スポーツの振興のため、住民に対し、スポ

ーツの実技の指導 その他スポーツに関する助言を行うために配置。職務について

は次のとおりである。  

（１）住民の求めに応じてスポーツの実技の指導を行うこと  

（２）住民のスポーツ活動の促進のための組織の育成を図ること  

（３）教育機関やその他の行政機関の行うスポーツの行事又は事業に関し協力するこ

と  

（４）スポーツ団体その他の団体の行うスポーツに関する行事又は事業に関し求めに

応じ協力すること  

（５）住民一般に対し、スポーツについての理解を深めること  

（６）前各号に掲げるもののほか、住民のスポーツの振興のための指導助言を行うこ

と  

関係法令等 
スポ－ツ基本法 

南幌町スポ－ツ推進委員に関する設置規則 

設置 

年月日 

昭和５４年 

４月１日 

所管課 生涯学習課社会教育グル－プ 定数 １０名以内 

任 期 令和５年４月１日～令和７年３月３１日 

委員長 中 村 収 一 副委員長 白 倉 崇 史 

氏   名 職業・所属団体等 在職期間 

中 村 収 一 スポ－ツ少年団本部・柔道連盟 ２０ 

松 原 有希子 ソフトバレ－ボ－ル連盟 １４ 

白 倉 崇 史 農 業 ／スキ－連盟 １０ 

米 田 千 紗 看護師 ８ 

髙 橋 清 絵 社会福祉協議会 ／バドミントン協会 ６ 

高 橋 友 美  ４ 

増 田 和 樹 農 業 ３ 

村 上 史 純 自営業 ／ ミニバスケットボール少年団 １ 
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 （７）社会教育関係団体 

団体名 南幌町青少年健全育成協議会 

所在地等

〒069－0237 栄町３丁目３番１号 生涯学習センタ－「ぽろろ」内 

生涯学習課社会教育グル－プ 

TEL：011-378-6620   FAX：011-378-6630  

目 的

 青少年の健全育成に関わる機関、団体が連携を図り、地域における青少

年の問題行動等の要因を検討し、実践活動を行うことによって青少年の健

全育成を推進する。 

組織体制

各小・中学校の保護者の代表 

各小・中学校の代表 

子ども会育成会の代表 

スポ－ツ少年団本部の代表 

その他青少年の健全育成に関わる者（栗山警察署管内少年補導員・北海道

青少年育成運動推進指導員）  

事業内容

１．健全育成の啓発 

（１）校外生活のきまりの作成・配布 

・夏休み・冬休み 

２．環境の浄化 

（１）自動販売機・有害図書等の巡回 

３．研修 

（１）青少年の健全育成を考える集い 

４．巡回活動 

（１）商工会ふれあい祭り 

（２）ＪＡ夜祭り 

（３）南幌神社秋祭り 

５．その他青少年の健全育成に関すること 



- 51 - 

団体名 南幌町子ども会育成連絡協議会 

所在地等
〒069－0237 栄町３丁目３番１号 生涯学習センタ－「ぽろろ」内 

TEL：011-378-6620   FAX：011-378-6630  

目 的
 南幌町における地域子ども会育成会を総括し、各地区子ども会育成会相

互の連絡調整を図り、子ども会の発展向上と青少年の健全育成を目指す。 

組織体制

代表者

会 長  岩井 恒信（学識経験者） 

副会長  永森 淳也（三重）※育成部長を兼ねる 

     垂水 隆志（１０区）※文化・体育部長を兼ねる 

事務局長 寺崎 誓子（緑町） 

理 事   ５名  監 事   ２名  

事務局  ３名   加盟団体  ８団体 

事業内容

１．育成事業  

（１）リーダー養成事業 

・空知管内初級リーダー研修【Ⅰ期】 ネイパル砂川 

・空知管内初級リーダー研修【Ⅱ期】 ネイパル深川 

（Ⅰ期：7 月 8～9 日、Ⅱ期：2 月 10～11 日） 

・リーダー研修開講式（6 月 17 日） 

・リーダーキャンプ（7 月 2 日～3 日） 

・南空知４町リーダー研修会（9 月上旬） 

・たくみ祭りリーダー活動（９月土曜日） 

（２）夏休み自然体験活動２０２２ 

 ・8 月 1 日～8 月 4 日 ニセコ町 

２．体育・文化事業 

（１）たくみ祭り 

 ・10 月 1 日 農村環境改善センタ－ 

（２）体育大会 

 ・11 月頃 スポ－ツセンタ－  

３．関係会議  
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団体名 南幌町青年団体協議会 

所在地等 会長宅 〒069－0214 南幌町南 14 線西 19 番地 ℡090-6994-4964 

目 的

社会生活において、青年に必要な教養を自ら高めるため、研修及び会員

相互の輪を広げ明るい人間関係をつくると共に社会参加をすすめ、もって

地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

組織体制

代表者

会 長  山本 隼 

副会長  木村 博志 

会 計  １名 監 査  ２名 

会員数  15 名  

事業内容 

１．交通安全運動  

２．秋の味覚祭 

３．６団体親睦大会 

４．クリスマスイルミネ－ション 

５．冬季イベント 

６．町外研修 

７．協力事業 

（１）成人式  
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団体名 南幌町父母と先生の会（ＰＴＡ）連合会 

所在地等
〒069－0237 美園 2 丁目 6 番 1 号 南幌小学校内   

TEL：011-378-3131   FAX：011-378-3232 

目 的
 南幌町における各学校の父母と先生の会が連絡調整のもとに全町的な教

育の諸問題の解決にあたり、教育の振興を図る。 

組織体制

代表者

会 長  辻松 淳二（南幌小学校ＰＴＡ会長） 

副会長  城地 真吾（南幌中学校ＰＴＡ会長） 

    落合真梨子（南幌小学校ＰＴＡ副会長） 

    野村 智久（南幌小学校校長） 

事務局長 杉島 亜紀（南幌中学校教頭） 

理 事   ５名  監 事  ２名  

会員数  ４４２人（南幌小学校 ３０７人 南幌中学校 １３５人） 

単位 

ＰＴＡ 

      南幌小学校   南幌中学校    

会  長   辻松 淳二   城地 真吾    

副会長   米田 昌樹   前田 洋佑    

佐藤 香織   落合真梨子    

事務局長  杉島 亜紀   渋谷 慎治    

教職員数    ３２人     １８人    

保護者数   ３０７人    １３５人    

事業内容

１．ＰＴＡ連合会研究大会兼南幌町青少年健全育成を考える集い 

 ・11 月 11 日（土） ぽろろ予定 

２．主催研究大会への参加 

（１）ＰＴＡ広報活動講習会 

 ・未定 

（２）全道ＰＴＡ研究大会 

 ・未定 

（３）南空知ＰＴＡ連合会子育て研修会 

・7 月 22 日 

（４）南空知ＰＴＡ連合会研究大会 

・11 月 3 日、4 日 

３．各種団体等主催研修会への参加 

（１）空知管内地域教育フォ－ラム 
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（８）社会体育関係団体 

団体名 南幌町スポーツ協会 

所在地等

〒069－0292 栄町３丁目２番１号 役場内    

TEL：011-378-2121   FAX：011-378-2131 

＜事務局長 南幌町役場内＞  

目 的

町内各種体育団体の連絡協調を図り、併せてスポ－ツの振興に努力する

ことによって、お互いの人格技量を高め、親和協力の精神を培い、明るく

健康な南幌町の建設に寄与することを目的とする。 

組織体制

代表者

会 長  下地 康文（剣道連盟） 

副会長  本間 秀正（バレーボール協会）中村 収一（柔道連盟） 

理事長  谷口  弘（パークゴルフ協会） 

副理事長 藤本 裕光（軟式野球連盟） 

事務局長 富木 孝郎 

理事１８名 監事２名 加盟団体数８団体 会員数５４０名） 

事業内容

１．各加盟団体への助成・育成  

（１）スポ－ツ行事及び講習会等への後援 

（２）表彰の実施 

（３）各加盟団体への活動助成及び主催事業の後援  

２．生涯スポ－ツの振興 

（１）各種指導者研修会等への派遣 

３．組織力の強化  

（１）北海道スポーツ協会、空知管内スポーツ協会との連携 

（２）広報活動の実施（「体協だより」の発行・体育の日） 

【スポーツ協会加盟団体】 

団  体   名  代表者名 事  務  局  長（連絡先） 

剣道連盟 金本 利春 石川 卓也 南１４線西１７番地 ℡ 090-8274-7598 

軟式野球連盟 藤本 裕光 三浦 裕一 西町３丁目８－２１ ℡ 011-378-3346 

柔道連盟 小原 直哉 宍戸 秀幸 緑町３丁目５－２   ℡ 090-9083-2595 

バレーボール協会 本間 秀正 斉藤 夏未  由仁町東光１６３  ℡ 090-9088-7050 

スキー連盟 竹山 憲貴 竹山新太郎 南１７線西６番地  ℡ 011-378-0362 

南幌バウンドテニス協会 新内 啓子 家入美智男 西町３丁目９－４  ℡ 011-378-1370 

ソフトバレーボール連盟 坂口 正幸 竹居田太一郎 中央３丁目１－１５ ℡ 011-378-2412 

パークゴルフ協会 側瀬 敏彦 谷口  弘 西町６丁目８－８  ℡ 011-378-2677 
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団体名 南幌町スポ－ツ少年団本部 

所在地等
〒069－0235 中央２丁目４番１号 スポーツセンター内    

TEL：011-378-3190   FAX：011-378-3192 

目 的
単位スポーツ少年団に共通する目的達成のため、団体の連絡調整を密に

し、その活性化を図ることを目的とする。 

組織体制

代表者

本部長  中村 収一（柔道クラブ） 

副本部長 近江 孝衛（バレーボール少年団） 

    富木 孝郎（バドミントンスポ－ツ少年団） 

事務局長 岩本  聖（野球スポ－ツ少年団） 

理事７名 監査２名 加盟団体数 ８団体（団員数１５８名・指導員３４名）

事業内容

１．単位スポーツ少年団育成 

（１）各単位スポ－ツ少年団への助成 

（２）スポ－ツ少年団認定員養成講習会への派遣 

（３）スポ－ツ少年団ジュニアリーダースクールへの派遣 

（４）北海道スポ－ツ少年大会への派遣 

２．スポーツ少年団交流活動 

（１）空知管内各種交流大会への派遣 

３．少年スポーツ行事 

（１）スポ－ツ少年団フェスティバル 

４．各種研修・会議等 

（１）指導者講習会 （２）運動適正テスト会 （３）リーダー研修会 

（４）スポーツワンフェスタなんぽろ 

５．その他本会の目的達成に必要な事項 

（１）たくみ祭り （２）リバーサイドマラソン大会 

（３）子ども会対抗ドッチボール大会 

６．関係会議  

（１）空知管内スポ－ツ少年団連絡協議会 

７．スポーツ少年団本部創立４０周年記念事業 

（１）SOMPO ボールゲームフェスタ （２）記念式典、記念公園の実施 

（３）記念誌発行 

【スポーツ少年団本部加盟団体】 

団   体    名  代表指導者 連  絡  先  

剣道スポーツ少年団 金本 利春  南１９線西２２番地 ℡080-6075-1729 

柔道クラブ 浅野  茂 西町６丁目２－２   ℡090-7059-4747 

野球スポーツ少年団 岩本  聖 西町６丁目１－１２ ℡011-378-3021 

サッカースポーツ少年団 竹山新太郎 南１７線西６番地  ℡090-3893-9873 

バドミントンスポーツ少年団 富 木  孝 郎 北町１丁目７－１  ℡011-378-2830 

バレーボール少年団 近 江  孝 衛 北町４丁目４－８  ℡090-8705-4886 

空手少年団 神 埜  卓 哉  南１５線西１０番地 ℡011-378-2408 

ミニバスケットボール少年団 佐 藤   将 西町６丁目２－３  ℡090-2876-9488 
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【各スポーツ少年団育成会】 

育  成  会 会 長 名 事務局（連絡先） 

剣道少年団 金田香帆里 金 田 香 帆 里 緑町１丁目５－１５ ℡ 080-6060-1333 

柔道クラブ  清水  友貴 小 野 島 直 彦 稲穂１丁目１０－１５ ℡ 011-378-7325 

野球スポーツ少年団 中川  靖彦  三 浦  裕 一  西町３丁目８－２１ ℡ 090-8272-3777 

サッカースポーツ少年団 辻野  千春 辻野  千春 東町３丁目３－７  ℡ 090-6997-7463

バドミントンスポーツ少年団 小倉 志津子 三浦  彩佳  栄町２丁目１－５－１ ℡ 090-3117-2817

バレーボール少年団 佐藤  未奈  竹居田太一郎  中央３丁目１－１５ ℡ 090-6873-9120 

空手少年団 寺崎  誓子 寺崎  誓子  緑町４丁目２－１６ ℡ 090-8278-3620

ミニバスケットボール少年団 種田  雄志 種田  雄志  美園４丁目７－７ ℡ 011-378-3577
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（９）芸術・文化関係団体

団体名 南幌町文化協会 

所在地等

〒069－0237 栄町３丁目３番１号 生涯学習センタ－「ぽろろ」内   

TEL：011-378-6620   FAX：011-378-6630   

＜事務局長宅 011-378-2745＞  

目 的
 南幌町における芸術・文化活動に取り組む各団体、サ－クル相互の連携を図

り、本町の芸術・文化の振興と豊かな生活文化の創造を目指す。 

組織体制

代表者

会 長  尾西 貞二（夕声会・カラオケ）

副会長  永原 隆夫（水墨画サ－クル） 

事務局長 菱田 北龍（北龍書道会）

監 事  ２名  

加盟団体数 １０団体 会員数 ６７人  

事業内容

１．機関紙の発行  

・機関紙「なんぽろ文化」の発行 年１回 

２．町民総合文化展  

・農村環境改善センタ－ 

３．芸能発表会 

・農村環境改善センタ－ 

４．芸術鑑賞会 

・農村環境改善センタ－ 

５．郷土芸能の普及 

（１）南幌音頭 

（２）南幌太鼓 

６．空文連との連携  

【文化協会加盟団体】 

部門 団  体  名 代 表 者 会員数 連   絡   先 

文

化

南幌紫雪書道会 山 口 紫 雪 ２ 稲穂１丁目７－３   ℡ 011-378-3491 

北龍書道会 菱 田 北 龍 ２１ 緑町５丁目６－１  ℡ 011-378-2536 

南幌水墨画サークル 永 原 隆 夫 ７ 西町６丁目５－１２ ℡ 011-378-5868 

芸

能

ブルーソング研究会 南 原 健 司 ５ 中央４丁目９－８  ℡ 011-378-0691 

舞踊サークル 寿会 福 井 兼 子 ４ 南１８線西１４    ℡ 011-378-1454 

南幌太鼓拓心会 鈴 木 弘 和 １ 中央１丁目１-１-５０２ ℡ 090-6992-4066

ビッグバンド ぼうふうりん 藤 田 義 光 １０ 元町４丁目１－１６ ℡ 011-378-2745 

夕声会 尾 西 貞 二 ４ 稲穂２丁目３－１０  ℡ 090-4871-1930

民謡翼声会 阿 部 真 弓 ４ 北町２丁目１－１０ ℡ 090-9081-4866

西川流 鯉優会 田 中 玲 子 ９ 南１３線西９    ℡ 011-378-2445 
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【文化財保護団体】 

団体名 南幌町郷土史研究会 

所在地等

〒069－0237 栄町３丁目３番１号  ≪生涯学習センタ－「ぽろろ」内≫

TEL：011-378-6620   FAX：011-378-6630   

＜事務局長宅 011-378-2745＞  

目 的
 南幌町における郷土史の調査、研究及び文化財保護に向けた活動 

組織体制

代表者

会 長   小林 重雄 

副会長  菅原 文子  

事務局長 藤田 義光 

監 事  松本 敏幸 

会員数  ５人  
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（10）社会教育関係施設利用サ－クル 

【生涯学習センタ－「ぽろろ」】 

サ ー ク ル 名 代  表  者 利  用  日 

南幌でもそば打たん会 新 井 勝 憲 毎月第２木曜日、第４土曜日 

ビッグバンド ぼうふうりん 藤 田 義 光 毎週日曜日 

コ－ルポピ－ 岩 本 志 保 毎週金曜日 

町歌をうたう合唱の会 藤 田 義 光 毎月第３水曜日 

英会話サークル 島 村 章 子 毎月第１・３火曜日 

一期一絵の会 清 水 るい子 毎月２回火曜日 

きらら織りサークル 高 田 栄 子 毎月２回水曜日 

南幌水墨画サークル 永 原 隆 夫 毎月第３火曜日 

南幌つるし飾りサークル 任 田 恭 子 毎月第２火曜日 

バレーボール少年団 近 江 孝 衛 月・水・土 

野球少年団 岩 本    聖 火・水・木・土・日曜日・祝 

【農村環境改善センター】

サ ー ク ル 名 代  表  者 利  用  日 

民謡愛好会 土 井   勉 毎月３回金曜日 

南幌太鼓拓心会  鈴 木 弘 和 不定期 

なんぽろ俵つみ唄保存会 土 井   勉 不定期 

ラウンドダンス南幌 横 井 和 子 毎月１回水曜日 

南幌町囲碁同好会 菊 地 清 志 毎週土曜日 

おはりこサークル 渡 辺 君 江 毎週火曜日(12 月～3 月) 

 クラシックバレエ ポアントクラブ 清 水 るい子 毎月３回金曜日 

きりがたりシアター 穂 山 直 子 不定期 

ストリートダンスサークル Ｍｅｒｒｙ Ｃlｏｗｎ 坪 田 能 成 毎週金・土曜日 

民謡翼声会 阿 部 真 弓 毎週木曜日 

紫雪書道会 山 口 紫 雪 毎月４回火曜日 

南幌ヨガサークル 樋 口 麻 美 毎月４回水曜日 

西町ダンスサークル 野 際   豊 毎週火曜日 
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【スポーツセンター】 

団  体  名 代 表 者 利  用  日 

空手少年団 田 中 由香利 毎週火・木曜日 

卓球同好会 藤 田   勝 毎週木曜日 

ビギナーズ 川 西 弘 志 毎週木曜日 

レディースシャトル 高 橋 藤 子 毎週木曜日 

ＦＣ男塾   川 裕 樹 毎週金曜日 

バレーボール少年団 近 江 孝 衛 毎週火・木・金曜日 

ソフトバレーボール連盟 竹居田 太一郎 毎週水曜日 

テニス同好会 秋 島 真 弓 毎週火・金曜日 

剣道スポーツ少年団 金 本 利 春 毎週火・金曜日 

バドミントン少年団 富 木 孝 郎 毎週火・水・木曜日 

柔道クラブ 浅 野   茂 毎週火・水・木・金曜日 

Love all 菅 原 憲 章 毎週火曜日 

サッカー少年団 竹 山 新太郎 毎週金曜日 

ミニバスケットボール少年団 佐 藤   将 毎週火曜日（南幌小学校体育館使用不可の期間）

【学校開放】 

〔南幌中学校体育館〕 

団  体  名 代 表 者 利  用  日 

ブリッツ 村 上 史 純 毎週金曜日   

ＮＢＣ 小 林 哲 春 毎週水・土曜日 

〔南幌小学校体育館〕  

団  体  名 代 表 者 利  用  日 

ミニバスケットボール少年団 佐 藤   将 毎週月・水・金曜日 

サッカー少年団 竹 山 新太郎 毎週火・木曜日 

フラップ 関   春 美 毎週金曜日 
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